




























Care for Disabled Children at Day Nursery before the 







































































































































































































































































































































　障碍児を受け入れていることが伝わって， ２年後には保育所から １０ km以上離れた行政区が違う市か
ら障碍（自閉症）をもつ子どもが入所してきた。その母親は毎朝夕，車で送り迎えをしており，仕事に
就いているようではなかった。時代の状況から見て，ある程度経済的に裕福な家庭であったと思われる。
この時にはＢ保育士はこの子の担当ではなかったが，やはり所長から「お母さんが困っているんだから」
と説明されて受け入れていたという。
　このように，私的契約という入所方法をとりながら，先駆的に加配保育士を配置して障碍児を
受け入れていった保育所があった。詳しい受け入れの方法は不明であるが，大津市の場合でも制
度が作られる以前に行われていた私立保育所の障碍児保育もこのような形で行われていたのかも
しれない。しかし一方で，公立保育所は私立保育所よりも数の多かったにもかかわらず，国の障
碍児政策が逆に制約となって，保育所独自で障碍児を受け入れていくことは困難であったと思わ
れる。市町村の窓口では，保育所における障碍児保育が制度化される前は，主に療育施設を勧め
るほかはなかったのである。
５．　お　わ　り　に
　本稿では，保育所における障碍児保育が制度化される以前の障碍幼児の保育を概観した上で，
制度化以前に障碍児保育を行っていた保育所の事例を報告し，これまで詳細がわからなかった保
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育所における障碍児保育の実際について示してきた。そして，保育形態は障碍児のクラスを設け
るのではなく保育士を加配した統合保育の形で実践されていたという点では，制度化以降の障碍
児保育へのつながりも見いだすことができた。さらに，母親が就労していない場合でも障碍児を
受け入れていたことも明らかになった。
　最初でも述べたように，保育所における障碍児保育が制度化され，現在では多くの保育所で障
碍児保育が実践されている。しかし，改定された現在の制度においても，「保育に欠ける」とい
う条件は残っている。「保育に欠ける」とは，保育所入所基準である母親の就労や病気，ひとり
親家庭などの理由で家庭での養育が不十分であると認められる場合をさし，母親が就労していな
い場合は保育所における障碍児保育の対象外となるわけである。しかし，障碍をもたなくても，
昨今の子育て支援の重要性が指摘されていることを考えたとき，高田谷（１９９７）が指摘している
ように，母親が働いていなくても子どもに障碍があるという理由だけでも「保育に欠ける」状態
にあると考えることができる。つまり，障碍について母親が十分な知識を持ち合わせていなかっ
たり，母親だけでは障碍をもつ子どもに必要な環境を準備することができないため，家庭では「保
育に欠ける」状況が生じている可能性があることを認識しておいた方がよい。今日では，保育所
が地域の保育ニーズを把握し，子育て支援を担うように求められているが，障碍児保育において
もさらなる支援が進められることを期待する。
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